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作為比較文化研究的多模式表達風格的思考 

─於印刷媒體及平面媒體為主─ 

落合由治 

淡江大學日本語文學系教授 

 

要旨 

 

在本論文中，我從比較文化研究的角度分析了表達視角的特點，

重點研究了它的多樣性，並且考察了它仍然作為信息主要來源的印刷

媒體（平面媒體）的特點。我選擇了一家報紙作為印刷媒體的代表，

選擇了一個門戶網站作為現代平面媒體的代表，從日本，台灣，韓國，

中國大陸和美國挑選了一個具有代表性的例子進行比較。 

結果，日本和台灣這兩種流派成為一種類型。 另外，韓國，中國

大陸和美國可以被歸類為另一種類型。 在報紙中，頁面的上，中，下

軸，左右軸和隔室的方法作為比較的觀點出現，並且在門戶網站中，

字符和視覺信息的強調方法以及隔室的方法被認為是比較有意義的。

這些設計中的差異被認為表明每個多式聯運表達的特徵反映了他們各

自的社會，文化和歷史特徵。 

 

關鍵詞：比較文化研究 多模式 表達 印刷媒體 平面媒體 
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A consideration of multimodal expression style as 
comparative culture research: 

 Mainly on printing, planar media  
Ochiai Yuji 

Professor, Tamkang University, Taiwan 

 

Abstract 

 

In this thesis, from the perspective of comparative cultural research, 

I have analyzed the characteristics of the print media (planar media) which 

is still used as the main information source from the viewpoint of 

expression from the viewpoint of multimodality. I picked up a newspaper 

as a representative of printing media and chose a portal site as a 

representative of modern planar media, selected a representative example 

from Japan, Taiwan, South Korea, Mainland China and the United States 

and compared them. 

As a result, in both genres Japan and Taiwan could be classified as 

one type. Meanwhile, Korea, Mainland China, and the United States could 

be classified as another type. In the newspaper, the upper, middle and 

lower axes of the page, the left and right axes, and the method of 

compartment emerged as a viewpoint of comparison, and in the portal site 

the method of emphasis of character and visual information and the 

method of compartment were recognized as meaningful in comparison. 

Differences in these designs are considered to indicate the characteristics 

of each multimodal expression reflecting their respective society, culture 

and historical characteristics. 

 

Keywords: comparative cultural research, multimodal, expression, 

printing media, planar media 
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比較文化研究としてのマルチモーダル表現様式の考察 

─印刷、平面メディアを中心に─ 

落合由治 

淡江大学日本語文学科教授 

 

要旨 

 

本論文では、現在も主要な情報源として用いられる印刷メディア

（平面メディア）に関して、比較文化研究の視点から事例について、

そのマルチモーダル性を中心に表現面から分析し、特徴を考察した。

印刷メディアの代表として新聞を取り上げ、現代の平面メディアの

代表としてポータルサイトを選び、日本、台湾、韓国、中国大陸、

アメリカから代表的事例をひとつ選び、比較対象をおこなった。 

その結果、どちらのジャンルでも日本、台湾がひとつの類型に、

また、韓国、中国大陸、アメリカが別の類型に分類できた。新聞で

は紙面の上中下と左右の軸、および区画の方法が比較の視点として

浮かび、ポータルサイトでは文字と視覚情報の重点と区画の方法が

比較において有意義と認められた。これらのデザインの違いは、そ

れぞれの社会、文化、歴史的特性を反映した、マルチモーダル表現

のそれぞれの特徴を示していると考えられる。 

 

キーワード：比較文化研究 マルチモーダル、表現、印刷メディア、

平面メディア 
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比較文化研究としてのマルチモーダル表現様式の考察 

─印刷、平面メディアを中心に─ 

落合由治  

淡江大学日本語文学科教授  

 

１. はじめに 

日本語教育や日本語学に関する現在までの基本的な研究教育内

容は、「言語」表現に限定されてきた。しかし、現代社会の言語は、

具体的場面であれば基本的に言語だけが単独で使われることはなく、

常に他の表現を伴って用いられる。言語は具体的使用においては、

常にマルチモーダルな特徴の中でその機能を果たしている。そして、

それは各国、各民族、各集団の社会文化的特徴の表現でもある。そ

れらを相互に比較考察することは、まさに異文化理解の中心的課題

の一つと言えよう。 

そこで、本論文では、比較文化研究の視点でマルチモーダル表現

の中での言語と非言語の表現機能を明らかにするために、メディア

ジャンルでの印刷メディアの表現を取り上げて考察していきたい。

従来、印刷メディアの知識伝達については、言語表現だけが考察さ

れてきたが、伝達という点から見れば、マルチモーダルな表現要素

なくして伝達は成り立ちえない。逆に、非言語表現を中心に取り上

げると、伝達としての言語面での考察から遠ざかってしまう。「知識

類型による伝達」という表現ジャンルとして、言語と非言語の表現

を一体のものとして考察することで、主体の表現活動がより明確に

浮かび上がるであろう。本発表では、現在、使用されている印刷メ

ディアジャンルでの知識類型について、マルチモーダル分析の手法

により、言語と非言語の表現の交渉を一つの表現単位としてとらえ

ていきたい。1 

                                                       
1 表現学は言語表現に限らず、人間の表現活動や空間での行為、活動を対象に

した研究を進めてきた。一例として、今和次郎は人間の生活活動と空間に注目

した民俗学的考察を戦前から進めていた。今和次郎集(1971－72)『今和次郎
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本論文では、現在も主要な情報源として用いられる印刷メディア

（平面メディア）に関して、現在の印刷メディアの事例について、

そのマルチモーダル性を中心に表現面から分析し、特徴を考察して

いきたい。 

（１）  近代の印刷メディアの代表として新聞がある。日、台、韓、

中、米の新聞から、トップ記事の一面を事例に選び、紙面の構

成、見出しの構成、言語表現の構成に注目し、マルチモーダル

分析をおこない、特徴を帰納する。 

（２）  現代のインターネットでの平面メディアの代表としてポー

タルサイトがある。日、台、韓、中、米のポータルサイトのト

ップページを事例に選び、紙面の構成、見出しの構成、言語表

現の構成に注目し、マルチモーダル分析をおこない、特徴を

帰納する。2 

（３）  両者を比較して、印刷メディア（平面メディア）の表現上の

                                                       
集』クレス出版を参照。現在、社会的に機能している表現ジャンルは言語と非

言語が一体化したマルチモーダルな特徴を持っている。学術研究の分野よりも

むしろ情報処理科学を中心にした応用的分野で注目されており、ロボット工

学、情報工学、人間工学などの情報通信技術分野や印刷、デザイン等のビジネ

ス分野、教育学で研究と応用が進められている。研究の一例として、中野宏

毅,阪本正治,森由美(2017)「さまざまな分野で活用されるマルチモーダル・マ

イニング」『デジタルプラクティス』8-2pp.135-143,岡田昌也,多田昌裕(2016)

「実世界における学習の質と注意配布行動に関するマルチモーダル分析手法の

提案」『情報処理学会論文誌』57-1pp.379-392 等参照。 
2 冨士通総研「サイバービジネスの基礎」によれば、「ポータル」とは、もと

は玄関、入り口という意味だったが、サイバービジネスの世界では、ユーザー

がインターネットを利用する際の入り口、または拠点として必ず利用する場所

（ウェブ）を指す。ポータル・サイトには、ユーザー個人用のメールボックス

や検索機能、チャットなどのコミュニケーション・スペースをはじめ、ニュー

スや株価、天気予報といった日常的情報など、インターネットを利用する上で

利用頻度の高いユーティリティ的な機能やコンテンツが一個所に集まってい

る。ユーザーは、E メールを確認したり、自分が興味のある分野のニュースや

好きなチームの試合結果、今日の運勢などをチェックし、それから無数の WWW

サイトに散らばっていく。ポータル・サイトは「ユーザーの必ず通る入り口」

となり、様々なサービスを提供することでユーザーの囲い込みを行う。

http://www.fujitsu.com/jp/group/fri/report/cyber/basic/words/portal. 

html 参照。 
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特徴を考察し、各国の印刷メディアの比較考察をおこなう。 

 以上のような内容で、比較文化研究の資料として印刷メディアや

インターネットサイトを利用する方途を見出していきたい。 

 

２. 日、台、韓、中、米の新聞のマルチモーダル分析 

 以下では、事例研究の形で日、台、韓、中、米の新聞を選び、マ

ルチモーダル分析をおこなう。3分析結果の概要は、以下のようにな

った。新聞データは、アメリカで世界の新聞の一面を収集している

「Newseum Today’」を利用した。調査日は 2017 年 8 月 20 日前後

の紙面である（休刊日等の関係で、日付が揃わない場合がある。）採

録されている紙面は、サイトの収集に一定の基準があるかどうかわ

からないため、サンプルとして各国 1 紙を選んだ。日本の全国紙『朝

日新聞』、台湾大衆紙『アップル・デイリー』、韓国経済紙『Maeil 

Bussiness』、中国大陸共産党機関紙『人民日報』、アメリカ『New York 

Times』である。分析結果を表 1-1 から表 1-5 に示した。 

 紙面配置について主に注目した項目は、①質的に記事と異なる要

素の位置と内容、②記事本文の構成、③記事本文の区切りと配置で

ある。表 1-1『朝日新聞』の例でみると、①質の異なるテクストとし

て、右上端の社名に並んで、天気予報、その下にやはり本文とは別

の欄として紙面紹介欄、高校野球試合予定があり、右端が特別な空

間に設定されている。また、最下段に広告欄があり、その上にコラ

ムの欄が 2 つある。広告は、この他、記事のスペースのあまりにも

挿入されている。これらはいずれも記事本文以外の要素である。つ

づいて、②記事本文は、右上から中央、左下へ視線が動くように配

置され、また縦線で区切って記事をわけ、記事本文は横の段組で縦

書きで配置されている。見出しは縦横に大きなポイントの活字で付

けられている。③記事全体は、大きく上段、中段、下段に分かれ、

                                                       
3紙面データは、Newseum Today’s FrontPagesh http://www.newseum.org/ 

todaysfrontpages/による。 
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見出しの大きさで上段・右が上位であり、下段・左が下位になり、

記事が優劣を付けて配置されている。 

表 1-1 東アジア各国とアメリカの新聞第一面のデザイン 

朝日 

国 名 ・

新 聞 紙

名 

紙面デザイン  要素配置の特徴 

日 本 全

国誌 

『 朝 日

新聞』 

 

 

① 質 の 異な る テ クス

ト と し て社 名 欄 に並

んで天気予報、紙面紹

介欄、高校野球試合予

定が右端、下段にコラ

ム 2 つ、広告欄がある。 

② 記 事 本文 は 右 上か

ら中央、左下へと横線

で 区 切 って 縦 書 きで

配置される。見出しは

縦横。 

③記事は大きく上段、

中段、下段に分かれ、

見 出 し の大 き さ で上

段・右が上位であり、

下 段 ・ 左が 下 位 にな

り、記事が優劣を付け

て配置される。 

分類：A 類 

 これと似たデザインと言えるのは、台湾で出されている大衆紙の

『アップル・デイリー』である。やはり右側に特別な欄があり、社

名が最も右上に来ており、その下に、広告、天気予報がある。 

 

①社名
①天気予報、紙面紹介
欄、高校野球試合予定  

①コラム   ①広告   ②記事本文  
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表 1-2 東アジア各国とアメリカの新聞第一面のデザイン 

台湾 

国 名 ・

新 聞 紙

名 

紙面デザイン  要素配置の特徴 

台 湾 大

衆紙 

『 ア ッ

プ ル ・

デ イ リ

ー』 

 

① 質 の 異な る テ クス

トとして、広告、天気

予報が右上、下端に宝

く じ 当 選番 号 と 名句

がある。 

② 記 事 本文 は 左 上か

ら中央、右下へと横書

き で 縦 に区 切 っ て配

置されている。記事を

区切る線はない。見出

しは横。 

③ 見 出 しの 位 置 と大

きさから、右・上が上

位で右・下が下位にな

り、記事が優劣を付け

て配置される。大きく

上、中、下の区切りが

ある。 

分類：A 類 

また、下端に宝くじ当選番号と名句の欄が付いている。日本の新聞

と同じように、右と下に特別な空間が設けられている。記事本文は、

横書きであるが、縦の欄で区切られて配置され、見出しは横向きに

付いている。空間の価値づけとして、日本と同じく、右・上が上位

で右・下が下位になり、記事が優劣を付けて配置される。大きく上、

中、下の区切りがある。日本と台湾の新聞では、空間の把握がよく

①社名①広告、天気予報  

②写真、記事 ①宝くじ、名句  
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似た構成を持っていると言える。これらを A 類とする。 

 続いて、韓国の場合であるが、以下の表 1－3 のように、日本、台

湾と共通している部分と相違している部分が見られた。 

表 1-3 東アジア各国とアメリカの新聞第一面のデザイン 

韓国 

国 名 ・

新 聞 紙

名 

紙面デザイン  要素配置の特徴 

韓 国 経

済 紙

『 Maei

l 

Bussin

ess』 

 

 

① 質 の 異な る テ クス

トとして、上段に社名

と広告欄、下段に広告

欄がある。 

② 記 事 本文 は 中 央を

縦 横 に 記事 の 区 切り

線で区切り、横書きの

縦 区 切 りで 配 置 され

ている。見出しは横。 

③ 見 出 しの 位 置 と大

きさから、左・上が上

位で、右・下が下位に

なり、上、中に記事が

優 劣 を 付け て 配 置さ

れる。下段は広告にな

る。 

分類：B 類 

 共通しているのは、上と下に社名、広告を載せる特別な空間を置

くことで、相違しているのは、右側に特別な価値を設けず、むしろ

左側に大見出しの記事が来て、左と右に記事が大きく明確に区切ら

れている点である。また、記事の区切り線も明確に縦横に引かれて

いる。左上が最上位、右下が最下位という価値づけが窺える。 

①社名、広告

①広告   ②記事本文  
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 続いて、中国やアメリカの新聞である。 

表 1-4 東アジア各国とアメリカの新聞第一面のデザイン 

中国 

国 名 ・

新 聞 紙

名 

紙面デザイン  要素配置の特徴 

中 国 大

陸 共 産

党 機 関

紙 『 人

民 日

報』 

 

 

① 質 の 異な る テ クス

トとして、左・上に社

名、右・上に政府論説、

左・下と右・下にコラ

ムがある。民間企業等

の広告は見られない。 

② 記 事 本文 が 社 名以

外の全面を占め、上下

左 右 を 縦横 の 区 画線

で区切った中に、横書

き の 縦 の区 切 り で配

置している。記事の枠

囲いもあり、区画が厳

格に分かれている。見

出しは縦横。記事と論

説、コラムが連続、並

列している。 

③ 見 出 しの 位 置 と大

きさから左・上が上位

で上、中、下の大きな

区切りがある。 

分類：C 類 

 B 類の韓国と似た傾向が見られるが、より区切りの意識が強く見

られる。中国の紙面は、区切り線が縦横に非常に明確に入り、論説、

①  社名 ②政府論説  

①  コラム ②記事本文  
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コラム、記事の区画が分けられている。しかし、左上や上段など目

立つ位置に論説、コラムが入り、記事はそれよりも右下側の方向に

置かれて、記事ではなく論説やコラムの内容を重視している様子が

窺える。A 類、B 類ともに 1 面は記事が中心であったが、中国の場合

は、明らかに編集意識や編集意図が異なっている。新聞の位置づけ

が、報道記事という事実を伝える機能よりも、政府や論説者の論説、

意見、見解を伝達する機能に置かれていると考えられる。 

表 1-5 東アジア各国とアメリカの新聞第一面のデザイン 

アメリカ 

国 名 ・

新 聞 紙

名 

紙面デザイン  要素配置の特徴 

ア メ リ

カ 

『 New 

York 

Times

』 

 

 

① 質 の 異な る テ クス

トとして上段に社名、

下 段 に 紙面 紹 介 と広

告欄があり、また左右

端に論説記事がある。 

② ニ ュ ース 記 事 と論

説 記 事 は混 在 し てお

り、左、中央、右を縦

に区画し、横書きで縦

に 区 切 って 配 置 され

ている。記事の区画線

が厳格で、記事の囲い

もある。 

③ 見 出 しの 位 置 と大

きさから、左・上が上

位で右・下が下位、左、

中央、右と上・中・下

①  社名 

①  紙面紹介、広告

①  論説 

②記事



86 
 

の 大 き な区 切 り があ

る。 

分類：C 類 

また、中国の場合は、論説、コラムと記事が輻輳する配置になって

おり、両者の区別が判然としていないとも言える。中国のような紙

面を C 類とする。これとよく似ているのは、アメリカの紙面である。

アメリカの紙面は、上段に社名、下段に紙面紹介と広告欄があり、

また左右端に論説記事がある。ニュース記事と論説記事が混在して

いる点で、中国と似ている。また、左、中央、右を縦に区画し、横

書きで縦に区切って配置されている。記事の区画線が厳格で、記事

の囲いもある点も、中国の新聞と共通している。中国とアメリカの

新聞は、左上が最上位で、上中下の段の区別があり、右下が最下位

に置かれている空間の価値づけがあると言える。 

以上、日、台、韓、中、米の新聞の第一面の紙面デザインを比較

してみた結果、今回の事例は 3 タイプに分かれた。A 類は日本や台

湾の新聞で、上、中、下の区切りはあるが区画が厳格ではないタイ

プ、C 類は中国大陸やアメリカの新聞で、上、中、下の区画が厳格

で、囲いを用いるなど記事の区切りは明確であるが、論説と報道を

明確に区別していないタイプ、B 類は韓国で上、中、下の区画は厳

格だが、記事の区切りは明確ではないタイプである。 

 

３. 日、台、韓、中、米のポータルサイトのマルチモーダル分析 

 次に、現代の代表的な平面メディアとして日、台、韓、中、米の

ポータルサイトを例にして、マルチモーダル分析をおこなう。ポー

タルサイトは、以下の図のように、各国のユーザーがインターネッ

ト利用で集中する入り口に当たる機能を持ち、以前の新聞のように、

情報のゲートキーパー的機能を担っている現代を代表する平面メデ

ィアと言える。その点では、かつての新聞の第一面と同じ役割を果

たしている、現代社会の情報とその構造的提示のひとつの象徴と言

える。 
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図 1 ポータルサイトの機能 

 

（出典）冨士通総研「サイバービジネスの基礎」「ポータル」による。4 

 ここでは、新聞と同じく日、台、韓、中、米の代表的ポータルサ

イトを選び、ページのデザイン比較をおこなった。ページの配置に

ついて主に注目した項目は、①ページの全体的なカラムの区切り方、

②補助カラムに載っている情報の内容、③最も目立つカラムの位置

と内容である。新聞と異なって、WEB サイトの場合は、カラムで縦

に区切りを入れ、そこに各要素を配置している。最も目立つカラム

を主カラム、それ以外のカラムを補助カラムとする。分析例として、

まず表 2-1 の日本のポータルサイト「Yahoo Japan」を取り上げる。

「Yahoo Japan」の場合、①最上部にサイト名と検索を示す、横のカ

ラムがあり、全体は縦に 3 カラム区切りになっている。②左カラム

はサイトの各種メニュー、求人、募金の案内である。右カラムは、

広告、ログイン、天気、広告、リアルツイートのコーナーがある。

③主カラムは中央カラムにあり、ニュース記事、お勧めショッピン

グ記事、娯楽記事のコーナーがあり、最下部にリアル投稿が隨時更

新で掲載されている。サイトでは広告とニュースの記事が混在して

いる。全体的に写真が少なく、文字が多い。 

                                                       
4 冨士通総研（2018）「サイバービジネスの基礎・用語集・「ポータル」とは」

http://www.fujitsu.com/jp/group/fri/report/cyber/basic/words/portal.ht

ml（2017 年 12 月 1 日閲覧） 
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表 2-1 東アジア各国とアメリカのポータルサイトのデザイン 

日本 

国名・ 

サイト名 

ページ・デザイン 

日本のポー

タルサイト 

「 Yahoo 

Japan」 

分類：Ⅰ類 

①最上部にサイト名と検索。全体は縦に 3 カラム区切り。 

② 左 カ ラ ム

は サ イ ト の

各 種 メ ニ ュ

ー、求人、募

金。右カラム

は、広告、ロ

グ イ ン 、 天

気、広告、リ

ア ル ツ イ ー

ト の コ ー ナ

ーがある。 

③ 中 央 カ ラ

ムに、ニュー

ス記事、お勧

め シ ョ ッ ピ

ング記事、娯楽記事のコーナーがあり、最下部にリアル投稿

が隨時更新で掲載されている。広告とニュースの記事が混在

している。写真が少ない。 

左カラムと中央カラムはほぼ同じ幅で、「Yahoo Japan」の場合、

個人が自分のポータルサイトとしてロングインして使用する左カラ

ムに大きな空間が割り当てられ、サイトが載せている内容は皆、同

じ文字の大きさで、写真も最低限の大きさであり、サイトとして利

用者に何かを訴えるような強調はしていない。これを分類Ⅰ類とす

る。続いて、台湾の場合を見ることにする。 
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表 2-2 東アジア各国とアメリカのポータルサイトのデザイン 

台湾 

国名・ 

サイト名 

ページ・デザイン 

台湾ポータ

ルサイト 

「Yahoo 奇

摩」 

分類：Ⅰ類 

 

①最上部にサイト名と検索。全体は縦に 3 カラム区切り。 

②左カラムはサイトの各種メニュー、広告。右カラムは、ロ

グイン、広告、旅行広告、娯楽広告がある。 

③中央カラムに、ニュース記事、お勧めショッピング記事、

娯楽や流行のリアルタイムニュースのコーナーがあり、隨時

更新で掲載されている。広告とニュースの記事が混在してい

る。 

台湾の Yahoo 系ポータルサイト「Yahoo 奇摩」は、日本と似た形式

で、最上部にサイト名と検索欄がある上部のカラムがあり、全体は

縦に 3 カラム区切りになっている。左カラムは日本と同じくサイト
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の各種メニュー、広告。右カラムは、ログイン、広告、旅行広告、

娯楽広告がある。主カラムである中央カラムに、ニュース記事、お

勧めショッピング記事、娯楽や流行のリアルタイムニュースのコー

ナーがあり、隨時更新で掲載されている。広告とニュースの記事が

混在している。写真が大きい、目立つ色遣いで中央カラムの内容選

択ボタンを示しているという点を除けば、全体は日本のサイトとよ

く似ている。広告を除けば、特に利用者に何かを訴える強調はして

いない。 

表 2-3 東アジア各国とアメリカのポータルサイトのデザイン 

韓国 

国名・ 

サイト名 

ページ・デザイン 

韓国ポータ

ル サ イ ト

「NAVER」 

分類：Ⅱ類 
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①最上部にサイト名と検索。全体は縦に 2 カラム区切り。ブ

ロック区切りが明確。 

②右カラムは広告、各サイトへのリンクの下に、写真入りで

各種ニュースや記事がある。 

③左カラムに、ログイン、名言、ュース記事、広告、ショッ

ピング記事が、写真入りで掲載されている。娯楽とニュース

の記事が混在している。 

韓国のポータルサイト「NAVER」は、日本や台湾のポータルサイト

と異なって、写真を中心に構成されている。最上部にサイト名と検

索欄がある横カラムの下に、全体は縦に 2 カラム区切りで構成され、

写真が目立つようにブロック区切りが明確になされている。右カラ

ムは広告、各サイトへのリンクの下に、写真入りで各種ニュースや

記事がある。左カラムに、ログイン、名言、ニュース記事、広告、

ショッピング記事が、写真入りで掲載されている。日本や台湾より

もさらに、娯楽、ニュース、広告の記事が混在し、欄での区別は明

確ではない。写真を中心にしている点では、読者にその写真を使っ

て強く働きかける意図があると考えられ、論理性よりも情緒性に働

きかけようとしていると言える。これをⅡ類とする。 

写真を大きく使って読者に強く働きかける意図を示している韓

国と似た傾向にあるのは、中国とアメリカのサイトである。中国の

ポータルサイト「新浪網」は、最上部にサイト名と検索欄がある横

カラムがあり、同時にサイト内の各記事の分類がメニューとして示

されている。全体は縦に 3 カラムで区切られ、区切りの間隔が広く、

ブロック区切りがかなり明確である。左カラムは車の販売コーナー

と車の広告で、右カラムには各分野のニュースと論説記事が並んで

いる。ニュースと論説が混在している点は新聞とよく似ている。中

央カラムに、流行、娯楽、ショッピング記事が大きな写真入りで掲

載されている。ニュース、論説と流行、娯楽、ショッピング記事と

が区別されてはいるが、韓国と同様に、かなり大きな写真で読者に

記事を目立たせるデザインをしており、論理性よりも情緒性に主に
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働きかけようとしている点で韓国と同じデザインと言える。 

表 2-4 東アジア各国とアメリカのポータルサイトのデザイン 

中国 

国名・ 

サイト名 

ページ・デザイン 

中国大陸ポ

ータルサイ

ト「新浪網」 

分類：Ⅱ類 

 

①最上部にサイト名と検索、各コーナー分類。全体は縦に 3

カラム区切り。ブロック区切りが明確。 

②左カラムは車の販売コーナーと車の広告。右カラムは各分

野のニュースと論説記事。右カラムの記事は、ニュース記事

と論説記事が混在している。 

③中央カラムに、流行、娯楽、ショッピング記事が大きな写

真入りで掲載されている。 

同じく写真を重視しているポータルサイトのデザインはアメリ

カの場合も同じである。アメリカのポータルサイト「Yahoo」の場合、

最上部の横カラムにサイト名と検索欄、同時にサイト内の各記事の
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分類がメニューとして示されている。全体は縦に 2 カラム区切りで、

間隔が広く、ブロック区切りが明確になされている。 

表 2-5 東アジア各国とアメリカのポータルサイトのデザイン 

アメリカ 

国名・ 

サイト名 

ページ・デザイン 

アメリカポ

ータルサイ

ト 

「Yahoo」 

Ⅱ-b 類 

 

①最上部にサイト名と検索、各コーナー分類。全体は縦に 2

カラム区切り。ブロック区切りが明確。 

②左カラムは動画ニュースと写真付きニュースが隨時更新

される。ニュースと論説記事は区別しがたい。 

③右カラムに、流行、広告、世界の天気、娯楽、ショッピン

グ記事が写真入りで掲載されている。 

左カラムは最上部に大きなサイズで動画ニュースがあり、動画ニ

ュースと写真付きニュースが隨時更新されるようになっている。ニ
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ュースと論説記事は区別しがたい。かなりニュースと論説を重視し

た配置になっている。右カラムに、流行、広告、世界の天気、娯楽、

ショッピング記事が写真入りで掲載されているが、左カラムよりか

なり空間は小さく、左カラムのニュース記事と論説記事中心の配置

と言える。動画、写真中心のサイトデザインは、やはり論理性より

も情緒性に主に働きかけようとしていると言える。韓国、中国、ア

メリカのサイトは、写真などを中心にした視覚訴求中心のデザイン

であり、文字の役割は補助的で、利用者の情緒性に訴えかける形で、

かなり強く利用者に方向づけを与えている。 

日、台、韓、中、米のポータルサイトのトップページデザインを

比較してみた結果、今回の事例は大きく 2 タイプに分かれた。Ⅰ類

は日本と台湾のサイトで、見出しは文字が中心で区切りはあるが区

画が厳格ではないタイプ、Ⅱ類は韓国、中国大陸、アメリカのサイ

トで、各コーナーの区画が厳格で、見出しに写真と文字を用いるな

ど、区画が厳格なタイプである。細かく見れば、韓国と台湾は、区

画は厳格で見出しは写真と文字だが、記事が細かく分かれて配置さ

れており、中国大陸やアメリカのサイトと日本のサイトの中間のタ

イプであるとも言えるが、文字を中心にした論理的訴求と視覚を中

心にした情緒的訴求の点では、日本、台湾と韓国、中国大陸、アメ

リカとの間に明確な差異を認めることができる。 

一般に欧米や中国は論理性、理念性が強く、ロゴス的な価値観を

重視しているかのように日本では見なされているが、ポータルサイ

トのデザインから言えば、日本、台湾は文字重視のデザインで、言

語表現をサイトデザインの中心にしている点では論理的訴求に重点

があり、利用者はむしろ言語表現を重視していると言える。韓国、

中国、アメリカは視覚重視の写真や動画による情緒的訴求に中心を

置いている点で利用者が情緒性、感情性を重視していると考えられ、

ポータルサイトに関する限り、二つのグループは表現における価値

基準が対照的である。 
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４．印刷メディアと平面メディアとの比較 

今回、印刷メディアの代表として新聞を取り上げ、現代の平面メ

ディアの代表としてポータルサイトを取り上げて、日、台、韓、中、

米の各国デザインを比較した。かつて新聞は、マスメディアの代表

として、情報のゲートキーパーの役割を果たし、その点で世論形成

の中心的機能を担っていたが、現在ではテレビにその座を譲り、ま

たメディアの多様化、現代化でその地位は低下しつつあると言われ

る。5ポータルサイトの場合はビジネスモデルとの関係が深いといえ、

ポータルサイトのポジションを獲得した企業は、非常に高い視聴率

を稼ぐメディアとして巨額のインターネット広告収入を手中に収め

ることができると言われ、かつての新聞やテレビの位置を占めるよ

うになってきている。現在、印刷メディアの代表だった新聞の役割

は、インターネットのポータルサイトに移りつつある。 

さらに、比較する地域および事例数を増やしていけば、各国や地域

的な特徴がより明確になるであろうが、メディア機能の変化の点も

含めて、今回の今回のデータの範囲での仮説として、以下の点を挙

げることができるであろう。 

（1）印刷メディアの空間管理と掲載テクストの種類（文字、写真、

ジャンル）を中心にした紙面デザインに関する比較文化的考察から、

今回、日本、台湾のグループと、韓国、中国大陸、アメリカのグル

ープに分類ができた。何が理由でこうした差異が出ているかは、今

後の探究の余地が大きいが、ひとつの仮説としてその社会の自由主

義と権威主義の程度、社会の安定と混乱の程度、社会の序列度、軍

事度、教育程度などがもたらす、社会的価値観の存在を予想できそ

うである。また、その国でのメディアの歴史や資本主義的発展段階

なども新聞の内容とデザインの関係から、事例研究として比較考察

してみることが可能であろう。 

                                                       
5 メディア機能の変化については、すでに多くの研究が出ているが、一例とし

て、小林哲郎（2016）「マスメディアが世論形成に果たす役割とその揺らぎ 

(特集 世論をめぐる困難) 『放送メディア研究』13pp.105-128 参照。 
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（２）ポータルサイトの空間管理と掲載テクストの種類（文字、写

真、ジャンル）を中心にした紙面デザインに関する比較文化的考察

から、今回、印刷メディアと同じく、日本、台湾のグループと、韓

国、中国大陸、アメリカのグループに分類ができた。何が理由でこ

うした差異が出ているかは、今後の探究の余地が大きいが、ポータ

ルサイトの場合、文字表現による言語重視か視覚表現による非言語

情報重視かという軸で考えて見ると、前者が論理性を重視している

のに対し、後者は情緒、感情を重視しており、各国での情報の質に

関する価値観の差異が想定できそうである。 

 印刷メディアと平面メディア両者の役割は、時代的差異はあって

も社会的な情報をコントロールして、社会的影響力をもたらす点で

は同一であり、Pharmakon（ファルマコン）的存在として、社会に情

報を提示することで、同時に制約し、統制する両義的な機能を持っ

ている点も同じである。情報を知らせることで、情報を見えなくす

るこうした情報のゲートキーパーは、社会的共同幻想を生成する装

置であり、その点で比較文化論的に興味深い価値観や文化性、精神

性を読み取ることができる資料であると言えよう。 

 

4．おわりに 

今回、比較文化研究の事例として、印刷メディアと平面メディア

の各国比較から、紙面デザインから潜在する価値観、文化性、精神

性を読み解く試みをおこなった。少数例の事例研究の形でも、仮説

としてある国と国との間の共通性と差異性を示す傾向を見出すこと

ができた。こうした事例研究は、パロールの研究としてのマルチモ

ーダル表現の研究として、今後、さらに手法を開発していく余地が

大きいと言える。 

パロールの研究は、ソシュール研究が 1950 年代からソシュール

を聴講した学生の講義録の蒐集と研究が進んだことで、少しずつ展

開しているが、言語研究の分野ではまだ十分に意識化されていない

領域である。ラングの言語学を樹立したバイイとセシュエ編集の『一
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般言語学講義』とソシュールの講義の内容はかなり異なっており、

ソシュールは講義の中で、以下の図で、ラングとパロールは一体で

あることを明示している。これは、ソシュールの言語学として知ら

れている、小林英夫訳『一般言語学講義』には出ていない図であり、

ソシュールがラングだけを言語活動の全体とは考えていなかったこ

とを示している。  

図２ ソシュール講義録でのラングとパロール  

  ラング（言語）

 

 

パロール  

（発話）  

（出典）フェルディナン・ド・ソシュール（2007）『ソシュール一般言語学講

義―コンスタンタンのノート』東京大学出版会 P89 から作成。6 

 パロールは、言語だけではなく社会的なジャンルの中で言語表現

が機能している場を伴った各表現主体の発話であり、言語表現だけ

なく他の非言語表現とともに初めて機能している、社会的表現の実

態である。比較文化研究の対象をこうした対象に拡げていくことで、

初めて、十全な言語表現の機能も明らかになると言える。パロール

の研究は、現在、開発が進んでいる AI の自然言語処理能力にも密接

な関係がある分野であり、異文化間理解でも必須の対象である。今

まで、目を向けられていなかった表現の領域と言語研究を一体化さ

せることで、新しい表現研究の新天地が開けると言えよう。 

 こうした印刷メディアや平面メディアのデザインの各国の特徴は、

大学での研究発表資料や論文、図書のデザイン、また授業でのパワ

ーポイント使用や MOOCs などでの画面資料のデザインにも大きく関

わっており、大学の活動にも大きく関係している。今後とも、こう

                                                       
6 フェルディナン・ド・ソシュール／影浦峡、田中久美子訳（2007）『ソシュー

ル一般言語学講義―コンスタンタンのノート』東京大学出版会 P89 

ランガ

ージュ

（言語

活動） 
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したマルチモーダル情報の比較文化性についてさらに考察して行く

必要がある。 

 

（註記）  

本論文は 2017 年 9 月の韓国日本語学会第 36 回国際学術発表大会で

の研究発表の内容に、大幅な加筆、訂正をおこなったものである。

また、105 年度科技部研究案「以多樣性分析的角度來看 MOOCS 授課

方式的考察─展新的學習觀‧教授法的應用相關內容之改善(105-

2410-H-032-074-MY2)の研究成果の一部である。 
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